
国立大学法人東京科学大学研究活動不正防止計画 

 

研究活動不正防止対策委員会 

令和７年７月 31日 

 

「国立大学法人東京科学大学における公正な研究活動に関する規則」第５条及び「国立大学法人東京科学大学における教育研究資金の適正な運営・管理に

関する規則」第４条に基づき、不正防止に係る大学全体の具体的な対策を講じていくため、以下のとおり研究活動不正防止計画を定める。 

 

 

１．責任体系の明確化 

実施項目 
不正行為防止計画 

対応部署等 
実施内容 具体的な行動計画 

責任と権限の明確化 ・教育研究資金の運営・管理を適正に行うた

め、運営・管理に関わる責任と権限の体系を明

確化し、周知・徹底を図り、学内外に周知・公

表する。 

・責任体系図を作成し、ホームページへの掲載等で周知す

る。 

研究推進部 

 

２．適正な運営・管理の基盤となる環境の整備 

実施項目 
不正行為防止計画 

対応部署等 
実施内容 具体的な行動計画 

コンプライアンス教

育・啓発活動、ルー

ルの明確化・統一化 

・教育研究資金の管理・運営に関するルールに

ついて、教職員に対するコンプライアンス教育

と啓発活動を行い、基礎的な部分も含めて周知

を徹底する。 

 

・教育研究資金の管理・運営に関わる全ての教職員に対し、

コンプライアンス・研究倫理教育を行うとともに不正を行わ

ない旨の誓約書の提出を求める。 

・これまで発生した他大学等における不正事案等について、

既存の会議体を活用し、全ての教職員に対し周知徹底を図

る。 

・事務処理手続きに関するルールを分かりやすく整理のう

え、ハンドブック等を作成し、ホームページへの掲載等によ

り周知する。 

研究推進部 

 

 

研究推進部 

各部局 

 

研究推進部 



不正に対する意識の

向上 

・不正リスク管理の基盤となる行動規範を策定

し、構成員へ周知を図る。 

・東京科学大学における研究者等の行動規範を策定し、ホー

ムページへの掲載等において周知を図る。 

研究推進部 

 

３. 不正を発生させる要因の把握と不正防止計画の策定・実施 

実施項目 
不正行為防止計画 

対応部署等 
実施内容 具体的な行動計画 

不正を発生させる要

因の把握と不正防止

計画の策定 

・不正発生の要因を把握し、具体的な不正防止

計画を策定する。また、計画等が陳腐化しない

ように見直しを図っていく。 

・研究活動不正防止対策委員会において、不正発生の要因に

ついて大学全体の状況を把握する。 

・不正防止計画を策定し実施する。 

・不正発生要因に応じて随時「不正防止計画」の見直しを行

う。 

研究推進部 

 

４. 研究費の適正な運営・管理活動 

実施項目 
不正行為防止計画 

対応部署等 
実施内容 具体的な行動計画 

予算執行状況の管 

理・把握 

 

・予算の執行状況を検証し、実態と合ったもの

になっているか確認する。予算執行が当初計画

に比較して著しく遅れている場合は、研究計画

の遂行に問題がないか確認し、問題があれば改

善策を講じる。 

・予算執行が年度末に集中するなど、執行の遅れがないか財

務会計システム等により確認を行い、問題が生じている場合

は、必要に応じて研究者等にその理由を確認するとともに、

適正な対応を行う。 

財務部 

研究推進部 

 

５. 情報発信・共有化の推進 

実施項目 
不正行為防止計画 

対応部署等 
実施内容 具体的な行動計画 

相談窓口の設置と周

知 

・研究者が日常的な研究活動において、自らの

行為がルール等に抵触するのか否かを事前に相

談できる体制を整備する。 

・教育研究資金の不正への取組に関する機関の

・教育研究資金の使用ルール等に関する相談窓口を設置す

る。 

・不正防止への取組について、ホームページへの掲載等で周

知する。 

財務部 

研究推進部 



方針等を外部に公表する。 

６. モニタリングの在り方 

実施項目 
不正行為防止計画 

対応部署等 
実施内容 具体的な行動計画 

実効性のある監査の

実施 

・不正の発生の可能性を最小にすることを目指

し、不正発生のリスクを早期に発見できる全学

的な視点から実効性のあるモニタリング体制を

整備する。 

教育研究資金の執行に係るモニタリングは、次に掲げる複数

の手法により、それぞれの立場から多様な観点でモニタリン

グを行う。必要に応じ相互に連携することによりモニタリン

グ全体の機能を強化する。 

（１） 日常的なモニタリング（予算責任者による日常的・

定期的なモニタリング） 

（２） 監査室によるモニタリング（リスクアプローチ監査

等） 

（３） 研究活動不正防止対策委員会によるモニタリング

（不正防止計画の実施状況の確認・分析） 

 

 

 

 

財務部 

各部局 

 

監査室 

 

研究推進部 

 


